











































Philosophie Nietzsches, wird für ein Quantum <Wille zur Macht> genommen.
 Dieses Quantum <Wille zur Macht> ist die Wellenfunktion in der Quantentheorie.
Key words：Nietzsche（ニーチェ），Naturwissenschaft（自然科学），Quantentheorie（量
子論），die logo-phenomenologische Grammatik（言象学的文法論）




































動 詞 の<Sagen>werdenが不 定 詞<Sagen>
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のである


































































あ る 場 合（Wenn das innerste Wesen des 























































 3 3 3 3
する根本的批判
3 3 3 3 3 3 3
がされなければならず，その
批判の中に，言葉そのものの






































































































































3 3 3 3 3
からである．言葉そのものが
3 3 3 3 3 3 3
，
「述語」の本質を語り始めている



































3 3 3 3 3 3 3
「述語」とは何かと
いう問いに対して，その答えを言い始めてい































































































































































































であろう．ニーチェは，<ein Werden， ein 


























































































3 3 3 3 3
「動詞 」
している





3 3 3 3 3 3 3
のである．動詞 は，
文 法 上，Werden（Werden） の 括 弧 内 の
Werdenに対応している．したがって，動詞
が働き始める
































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































ト ム で す ら こ の よ う に し て 憶 測 さ れ た









































































































































































































































































































3 3 3 3
ために『単位』を必要と
する．それゆえに，単位が存在する































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































　<ἐπεὶ δ’ ἐστὶν ἡ περὶ φύσεως ἐπιστήμη 


































































































































































































５） Nietzsche：Der Wille zur Macht ，
Kröner，Stuttgart，1964，S．468（693）．
　　以 降 ， こ の 版 で 引 用 す る 時 は ，
Nietzsche：Der Wille zur Machtと略記
し，次に，ページ数（節番号）を添えて
表す．
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